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区における サtfによるスミチオン

畑田 久保良治叩

Katsuhiro TABATA 在日d Ryoji OKUBO : Rcsidues of Sumithion 

by Aぽial Applicatlon in Miy乳jima Island 

喜毒 旨・広島県女同iI1J では 1973 I，f，~ 1975 年の :1 年!日j にわたり， マツ刻印îE1防止のためスミチオン

t~iJ が~i" rl.I't'/_1h された。 ζ の問 若者らは寂々の森林生系のスミチオンの残閣をガスクロマ i グラフ

決 (FTD) によって剖jをしたのスミチオンは笠松直後Jとは二[-:111 ， !"TJII 7}:.およびアセビか ι検出され

るが， Ì"! J117jにでは 24 時間以内 lご消失し" 一七壌やアセビ禁でも敬市役およそ 3 か月で検出限界lこ近づ

いた。まだ玄表腐のt九葉閣ではi投才tr後，高波j史のスミチオンがみとめられたのとの浪l::r も日数の

終こともに減少し， !ri 2 閃散布作lζj1}び増加するがその後は徐々に消失しだ。 また， 1976 年!と調

子f した十J妥，日生 iiiIJilぶ，マツ }~1 スギ三やアセビなどの|、 !F'í.f在住類および誌!hJ'Û守はスミチオ

ンの立協はすべて検出限界以下であった。 しかしマツ校では平均 O.02pprn のスミチオンが検討され

た。ま fこ，今 1111調査したミミズ煩にも問濃度のスミチオンを検出したっまたlilì獲された l 豆!のニホン

ジカの各組紙や焚中にはスミチオンの苔私は認められなかった。したがってs 木羽交のかぎりでは9

7ツ絞治jr; jljîJl~のために京中散布したスミチオンはとのような謀長十本生熊系の巾では長期間残皆?すると

とはなく，また政否認も少ないと考えられる。

はじめに

スミチオン マツノマダラカミ干リ?と顕著な殺虫効果を示す

ことから， 広島県'P;品では 1918 午から 7ツ籾枯担防止事業に供試されて雪 fこ。当初は EDB との混合乳

剤であったが， EDß のイ誌にかかわらずマツノマダラカミキリの味合効果にかわりないとした試験結果1)

もあって， 1974 fc ドからスミチオン単剤!こ切り換えられて来たc

宮中散布したスミチオン (J)大部分は松村;iと直後落ドするが， ~. ffl5 はドリフトとして，その周辺に及ぶ。

それゆえにョメド日究はスミチオンが主主放地域の怯林内やその周辺の…uゑ河川水 ~lご同1高生またば昆虫類

および野生動物などにどの程度残留するものかを調査検討したものである n なお，常烏はわず、か数百メ F

ト/レの ~þjf(tではあるが，木土からは完全に同除しており，炭tJí!tll もおごノJ\なためラ比較的農薬による汚染が

少ない地域とコ替えられる。乙の報台をまとめるにあたり，分析試料の採取等にと、協力下さった広忠良営林

裏および同県休業試験場の関係者弁位~(尽くお礼中し 1'.げる。またヲニホンジカの捕獲にさいし，絶大な

るご j妥llJ]を jl\，\わった前広品県庁自然保 桑木町敏氏，河原休業試験場 lit'� 問自然保主主店長並び lと

2 研究室 じJ ) 1寸 15彦主尽の名位と解剖とその指導にあたった同研究室元主任

研究守三日秋坪11Ç (J忌百〉に謝意を去す。

および

!ザ士事業は 1973 i+ より行われ 1975'1'1と終了しているが? 調f-tはスミチオン空 11:1散布地域について

1971 si三から 1976 年の 3 年間にわたって行った。

1979年10):) 3 日 ~BJl

(1) (2) 保護部

保護 25 For 刷 Prot..-25
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A 土壌9 落葉J長

C 71< 
E 下 J喜納生
G スャ1-

I ミミズ lt*ì

K ヘリポート

銭湯空数区域
紛!0(国有林)
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制査試料
Samples tested 

Soil and litter 
Running wateγ 

Undergrowth 
Japanese ceder 

Earthworms 
Heliport 
Aerial app�cation area 
(national forest) 

B 海泥
P 浄水Bí
F アカマツ

H ß ょh 溺
3 ニホンジカ
L ろ紙

総芯空殻 K 域
緊主主(民有林)

Soil in the sea 
Cleaning bed 
]apaηese red pine 

Insects 
Sika deer 
Fil ter-paper 

Aerial application area 
(prefect1ιraI forest) 

Fig. 1 スミチオン空散地域と試料採集地点

Sumithion 丘erial a pp!ic呂tion areas 呂nd sampling plots. 
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約庁、 1975 .;了の 2 年目:二空泌7 市

の土1乳河川ノJくおよびアセビにつしもじス

ミザオンチ災11与が正したハま t: ，

?の ~LH ， ;ìむの己弁コ落葉，，"，"ついても査し

出終了心う， 1976 よ l ゴ主し/こ

l 壊や河! 11;j(なと加えて， マツ 2 スギゾ〕

(I:J , ア 1" Iてをで 2/1 況の限生や毘

2滋および三ミス主ス ζ デオン習訟を'比

L!こ ι )ニ下 10 J1 tこ v オ;ンジヵふは

い各組織ヂ奨 1~1 é!)、ミ J オンの分析を試Jj

子守

F刕. 1 !江主; けど}スミ子オン 0) 三円中 l

敬社玄j或と谷2J\* I 0) tf IîY.iUI点を/J 、したら (υ

あろ 立た 2 分析 )Jì:~t :主上、lど 2 およびド泣

3 了行;たがラ ) ) 

や供はは次江川l哲りでとた '-_，J(

奪止 1官， ，似のお出世民立よ、γ

ォベルで (10 仁n1_);) l ノヲ 土ミ表 rG'~の議:主二

「忍も守iこ保以 L g , ヒなじま

出口〕米U.:， 'ふるいにふた後， 25 g 舌;づナ Ihlと

の目立大ノ乙と包ケ出へ人す

る 1ω{'rlj 川村 j円か ι500 ずつ予 、

ぞiL 25 g を分{斤Jム章、十とし 7こ。

1 ノ}く・也li'じれるから

500g 保水[ノ 3 このうち 50g 省三分析に供し

た。またもちて中文社あ 1 か月 J~、|吋に降の

あソ/ニム誌の、はその l時でJ;;~水しだ〉子川(よ

散布|玄I或から除外とされてはいるがノ

JU!J或{ときわめ七隣校しているれ

11文 (iùi 0)犯をむ〉‘ i迄丹p 日てitお

ふ去j主する} _!:ヒはよ地点 1 ンプル乙

しおのおのうし大 1

、ソ亀 J人亡包 : 1974;'下 1ν

では経時的J乙スミ T オンの銭をぐる

〆'))の l、!巴コ仮iè; ;m υ つである γ

セヒーを試料とした。 守、 fこ咽 1976 年ではマツ

Fig. 2 お汗;tt、 Î， tj::.lび)スミザヌt ンけ

乱ction of Sucli thioll iu εach s乱打ljJlι

or 
S4 

thc sea) , 
Eartlnvof_m or insects 

Fig. 3 二二ンジカジコスミテ河ン l!i! /1\ 二7役、
E瓦品ction proccdurc ()f Sunlﾍtl侒n in 

Sil王♀仁lcer・， Cel'vus niPlうO凡
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6 スギ、の他31gf誌で割合lと多く自生している下謄植生を全空散地域を対象 11::採取し， rjl iζは果実(大部分

が未熟果〉をもつものもあったがあわせて採 i哀し 1 穏(宋:) 1 サンプJレとして分析した。アセビなど下

5g，果実は 1 g，マツ葉，校およびスギ葉は 2g を各分析に供したの

昆虫類 6 ミミズ類: 1976 年の調盗であるが， ζれらは弥山受111道から採取した。 ミミズの種類は不明

である c 昆虫類はア 1) 類3 りん題目およびしょう組目に大jjl] し，分析に供した。 各穏の採取iI~l体数とそれ

ぞれの会個体数の生休重は Table 8 の通りであるハ

ニホンジカ:雌 5 才p 体32: 41 kg, 1976 年 10 月 27 口 3 午前日時 30 分会空中散布地域である多々良

海岸にはいかいする 1 群から 1 頭を手どりし， 向日多 国立林業試験場保護部所属のおりに入れた。 しか

し，捕獲後の措置の不手際のため，極度lと衰弱い同月初日，午前 11 時に死仁した。死亡後，ただちに

解剖し，各臓器の摘出と糞の採取を行った。分析には各臓器2 糞とも 10~20g ずつ用いた。

伊紙:落下量調資のため3 空中散布の数時 rj"~吉íHとíf1: 1茎 12.5 cm の束!'f: liCí紙 (No. 2) を散布地域の池土

の各地点に任意に配置い散布終了後lと同l収しp 分析した。落 Ff註は 1 cm2 あたりのスミチオン皇:: (p,g) 

であらわした。

以 L とれらの試料はすべて分析時まで， -20oC 以下 lこ保存し， ガスクロマトグラフによって定量分

析した。

ガスクロマトグラブの分析条件

機 穏:島津 5A ガスクロ 7 トグラフ

検出器 FTD

光てん例: lO%-DC 200，ガスクローム Q (80~100 メッシュ)

カ ラ ム:ガラスカラム p 内径 3nln1.，長さ 1m。

温 度:注入口 2100C，検出{i)i 210oC，カラム 2000C。

流 量:水素 30 ml!分3 窒素 40mlj分，虫気 1. 5l1分。

結果および考

Table 1 は宮島のマツ類枯損防止事業 11::供試した薬剤の数布濃度， 散布長および散布 H 等を示したも

T品ble 1. 古品におけるマツノマダラカミキリの|狩|徐に使用された殺虫剤

Pesticid日s used for controlling the pine sawyer be巴tle，

Monochamus alternatus HOPE, in Miyajima Island (1973c~ 1975) 

1973 

殺虫剤
Pesticide 

散布 j提出(回数〉
Application period (Time) r

 

年

h
June 1~. 己 (1st) ， June J 9..~24(2nd) 

1974 May 27.~30(lst) ， June 18.~2/: (2nd) 

1974 Sumithione) May 27~.30(lst) ， Junε18c~22(2nd) 

1975 Sumithione) May June 1 9...24 (2nd) 

a) 困白材 National forest , b) 艮手'j;f;}: Prefectural forest , c) スミチオン 10%， EDB 10% , Sumithion 10%, 
EDB 10%, d) スミチオン 40% ， EDB 20%, Sumithion 40%, EDB 20% , e) スミデーオン 50%， Sumithion 50%. 
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全体平i生!
Total 
r江色an

三 72 ，2.06 土 0.43

1 時 20

0.56i 

Table 2. ド f& 地 JlJZのスミチオン 7さマ iEE
Deposit むf Sumithion in aerial applic旦tion area 

スミチオシァ恭一下室 。Lg/ー2)
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のである。散布濃度は農業害虫の防|ゑに使用される場合と比較しでかなり山J濃度である。また，散布見守聞

は一応防除計画にそって実施されたが，降下pîや強風などの気象条件により 1 ~O 2 日遅延された。

1974 年および 1975 ij.ミのF紙落下量調査結果は Table 2 f乙示すように両年閣に約 3 倍の主主を認めた。

これはパイロットの散布技術や空散時の気象条件lてよって必ずしも均一!と散布されなかったためと考えら

れる。慨して， 1975 年度は前年に比絞して効果的に散布されたといえる。

翌年 1976 年には空中散布は中止されたがその理山は富島において， 1966 午から始ま 1) ，その後年々増

加し， 1973 年には 100， 000m3 を越えたといわれた2)3) マツ類の粘慣も 2 竿陪jのスミチオンの空中散布に

よってヲ 顕著な減少が認められた乙とにあろう。 Table 3 は土壌中におけるスミチオンの波留様相をぶ

したものである。空中散布によって L壌表|引ζ泌下し?とスミチオンは前述した落下量の制妥結巣や後述す

Table 3. 土壌中のスミチオン浅到畳

Residue of Sumithion in Soil 

SumithioI1 residue') (ppn1) 

月日 i 鷹 jt」g4 

May 10 0，∞ I 0.00 I -- _.! 0.00 I 0.00 O.OO! 0.00 

27 0.00 0.00 I _. I 0.33 0.04 - I - _. 0.03 

28 

立 9

June 9 

18 

20 0.01 0.00 i 0.02 0.01 I 0 , 00 

21 - _,! - - I - I -- I 0.49 

23 - - i - - I - I 0.04 

28 I o.00 0.02 

July 3 - i - I - I - 0.02 0.02 I O. 11 I 0 , 01 

14 - I - I - - I - I 0 ∞~: ~~ ;: ~~ I ;: 

19 I 0 , 02 I 0.00 I 0.01 0.00 I 0 , 00 

0.05 I 0 , 01 

Aug. 

SepL 

Nov 

Dec. 25 

a) 検出限界 0.01 ppm , Limit of detection is 0.01 ppm 
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Table 京 12今;主 !1C1 のスミチオン浅???蚤

Residue of Sum�hion in Ao layer (1975) 

スミチオン残沼量 Sumithion r忠告idue") (ppm) 
j品川

June 

-- 0 , 0;1 0ω 
J.111 0司 os 0 , 07 

Plot 

17 19 I 三1i23

1. 58; 

3.7? 4
A
 

〔
ノ
ぷ
ρ
 

ハU!ll

•} 

勺
J円

〉
。

a) 検出限界 0.01 pprn , Limit of detection is 0.01 ppm, b) 'fl'Í_1tJTìíj, Before applicatìon, c) 第 1 散布凶後，

J L1st after 1st app1icぇtion ， d) tfI 1111 n波市民後， Just after 2nd applicatiofl , 

Tab!日アセビ 1在中のスミチオン支留

Residue of Sumithi口n in Pieris Ja�onica lea ves 

スミチオン残留髭 Sumithion residue") (ppm) 

ノコ

1974  1975  

Date 

乱在日y !O U.U6 U.ZJL 

AつJ つ [, 31 L 15 ら‘ 08 1 糟 72

~W 

29 

Junε Q 0, 89 2, 89 CJ.CJ5 

17 0.CJ2 O.CJO 0.04 。.15

,8 。司 73 O.OCJ 0.09 0.06 

19 。号é7 O. ~l9 l6.63 8, 31 O. 79 0.14 

21 0.81 

23 6. フ7 2. H 

a) 検出限界 0， 01 ppm, Limit of detection is 0.01 ppm. 
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雨時に 0.01~0.02ppm のスミチオンが検出された。 ζれは上述した原因の他lと散布時のドリフトの影響

が加味されたと考えられる。いずれにせよ，河川水中のスミチオンは 24 時間以内に消失した。 1974 年 lC

包ケ浦および火元海岸の悔の泥中のスミチオンの残留分析を行ったが， その結果は Table 7 i乙示す通り

で，両海j宇の海の ìf[';中にも j民主のスミチオンが検出された。 しかしながら，翌判の 1976 年には検出され

なかった (Table 8 参照〉。

最後にF 宮自の 3 年連続空中散布地域の長終l花j査として， 1976 年 7 月にマツ， スギ、や数イム種類の下層

植生類(果実を含む)， ミミス、類および昆虫類のスミチオン残留量を調査し9 同 II~IC同年 10 月にはニホン

ジカの各組織や糞中のスミチオンの分析を行った。これらの結果は Table 8, 9, 10 および 111こ示した

辺りである。スミチオンはスギ葉，マツ針葉および今ldl調査した F届植止中では検山されなかったが，<'

ツ技やミミズ類 (38 頭のアセトンhú 出物〉では O.02ppm の残幣を認めたc その原凶については， マツ

Table 9. 小動物類のスミチオン残間量

Residues of Sum�hion in small org旦nisms (1976) 

動 物
Organism 

イ国 体 4主
No. individual 

スミチオ
Sumithion 

(ppm) 

、、ス類 Earthworms 

甲虫類 Co!eopt巴ra

小蛾類 Lepidoptera 

ア 類 Ants 

38 

15 

24 

16 

48 。， 02

N.D. 

N.D. 

N.D. 

a) 企生体重lと対する ppm， ppm to total wet weight , 検出限界 0.01 ppm. Limit of detectioIl is 0.01 ppm, 
N 及。検出されず， Not detected. 

Table 10. 次荷下層植生、の紫および未熟来 IjJ のスミチオン主主溜:畳

Residue of Sumithion in several undergrowths leaves and 
their immature fruits (1976) 

続

Species 

。ゥリハ夕、、カエデ Acer rufinerve 

タケニグサ Bocconia cordata 

ヨ ウ ブ Clethγα baγbz叫包γ仇2

サ カ キ Cleyeγα jap帥ûcα

。ヒ サカキ Eurya ja戸onica

タマミズキ llex micrococca 

。シキミ lllicium regligiosum 

ネズミモチ Ligustrum jαþonzca 

ネジキ Lyonia ovalifolia 

。ィス、センリョウ Maesa jajりonica

o ヤマモモ Myríca rub印

。、ンロタ申モ Neolitsea sericeα 

N.Da〉|;スダジイ P側n附

N.D. 1I カナメモごf Photinia glabra 

N.D. ア 寸ょ ビ Pieγis jaj争0抗'!ca

N.D. 了 7 カ ジ Qu邑γcus glauca 

N, D. ウラジロガシ Quercus salicina 

N.D. 0 ノ、 ゼ Rhus succedωwa 

N.D. イワカガミ Shortia sold.日目elloides

N.D. キ ブ シ Stachyurus prαecox 

N.D. 。ミ ミ スやノマイ Sy抑lplocos glauca 

N.D. 。サンカクズノレ Vitis flexuosa 

N.D. ilo ;ff ン ヒ Wikstγoe骨úa sikokia性自

N.D. o サンショウ
~官 rι ・

a) 検出限界 0.01 ppm , Limit of detection ﾎs 0.01 ppm, N. D. :検出されず， Not detected, 
o r:p 1土tEおよび未熟果のスミチオン合有宣;を示す。

A circle shows Sumithion cOIltents in leaves and immature fruits , 

N.D. 

N.D. 

N.D. 

N.D. 

N.D. 

N.D. 

N.D. 

N, D. 

N. D. 

N.D. 

N.D. 

N.D. 
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Table 11.ニホンジカのスミチオン残留亘

氏esidue of Sumithion in Sika cle巴rb ) ， Cervus lÚjゆon (1976) 

市且

Tissu巴

11出 Brain N.D.'J 食 道
J一L、J、 iIi換 H巴乱rt N.D. 筋 内 Mascle 

IJili Lung N.D. Jjf,'iD 限 Thymus N.D. 

肝 j悩i Liver N.D. 手L f~jl Mammary gland N.D. 

じん j減 Kiclney N.D. 仁十τ寸J, 出自 Marr� N.D, 

lび )~読 Spleen 孔 D. iまうとう Bladcler N.D. 

すし、)jI般 Pancreas N.D. 子下T ・卵巣 Uterus & Overy N.D. 

宵 Stomack N 盟 D. HR 容G物1方a irat 
N.D. 

腸 Intestine N り.
間)j易内 N.D. 

stroint巳stinal con tcn ts 
防 11司朕 Mesentery N. D, キキー Feces N.D. 

たんのう Gall bladd巴τ N.D. 

a) 検問 :í1ど\'~ 0.01 pprn, Lirnit of detection is 0.01 pprn, N. D. :倹出されず。

b) 5 歳， 1*琵 41 kg , 1976.10.27 捕獲，同年 10. ;,0 W,'f,'lj 
Fernale, 5 years old, 41 kg of weight, captured in Oct. 27, 1976 and disscctεd in 001. 30 , 1臼76.
N. D.~' Not detected. 

ではスミチオンがその樹脂 r[l?ととけ込み，容易に分解消火しなかったものと考えられる。また， ミミズで

は Table 2 (とみられるように前年度に散布したスミチオンがとに勺二度の :t'l孜前の土壌中には検問されなか

ったととやミミズの~lJ'J，場所が落葉麿と土;壊友商問であったととなどから，むしろ落禁問中 lζ残留してい

たスミチオンが絞らの休内に移行したものと }J]，われる。したがって，とのことをただちに生体濃縮の可能

性lと結びつけて言命ずるのは妥当ではないc

1974 年の節 1 [b[ 竺!jlY:iluのニホンジカの新鮮な糞から p たまたま 0.008ppm のスミチオンが検出され

た。 ζ のととから，存者らはニホンジカのスミチオンによる汚染に注目し， 1976 年 10 乃花多々良出}干に

はいかいする雌ジカ 1 頭を千どりし，各組織や糞について， スミチオンの残慣を制べた。その結果は

Table 10 (ζぶしたように， ζ の 1 jjJ'jだ lサの;DM査では p スミチオンの蓄積は認められなかった仁

以上，今回訓:モの対象にしたこ壊(海の泥を含む)，落繋国，河川;j(，下層植!:l;l'Jl，昆虫類2 ミミズ郊

およびニホンジカについて得られたスミチオンの残留分析結来から， 7ツ類枯JIî防止のために空中散布し

たスミチオンはちたして多くは残留せずョ また mうたも速いため， とのような森林生態系のスミチオンヒよる

汚染は少ないと考えられる。
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Re苗idue自 of Sumithion by Aerial Applic畠tion in Miyajima Islan謹

Katsuhiro TABATA (幻呂nd Ryoji OKUBO(2) 

Summary 

The r巴sidues of Sumithion applied from the air twice a year during 1973 to 1975 in 

Miyajima Island, Hiroshim旦 PreL ， for th巴 control of the pine sawy巴r beetle, Monocha狩lUS

alternatus, were investigated by gas chromatography on a 10% DC 200 column using a 丑ame

thermionic det巴ctor. The test organisms or mal 巴ri乱ls were soil (containing th巴 soil in the 

sea) , li tter consisting th巴 soi1 surface, running water, Pieris faponica known as one of the 

dominant species of the undergrowths in Miyajim旦 Island during 1974 to 1975 and in addition 

to thes巴 samples described above, the j且panes己 red pine, Pinus densifiora, the jap且n巴se c日der，

CrYPiomeria faJうonica， 24 species of th巴 undergrowths， insects, earthworms and Sika deer, Cervus 

niPpon , in 1976. The residues of Sumithion in the soi!, running water and Pieris faponica leaves 

were found and disappe呂red rapidlyヘ In the litter, the highest level of Sumithion residue 

(979.4 ppm in Tatar呂 just aftεr the 1st application in 1974) was observed and this concentr仕

tion decr色且巴巴d thereafter although the residue incre註sed again at the 2nd application but not 

dis乱pp巴ar巴d thoroughly. The me呂n d邑posit at th色 1st application � 1974 was 0.78土 0.44 J.'g/cm2

and at th己 1st and 2nd applications in 1975 w巴re 2.06 土 0.43 and 2.24土1.06μgfcm2， respectively. 

Furthermore, in 1976, Sumithion w旦s not detected in th邑 pine needles, the japanese ceder 

leaves, 24 species of the undergrowths 1巴丘ves and insects. In the pine twigs and the earthｭ

worms, how巴ver， 0.02 ppm of Sumithion was d抗告cted. The accumulation of Sumithion was 

not recognized in several tissues and feces of Sika deer. Ba呂町1 on th巴 above findings, Sumiｭ
thion is likely to be rapidly dεcreased i江 the forest ecosystem investigated in this paper. 

Accordingly, th芭 contamination of Sumithion into such environment may be not occurs. 
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